
The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

印 度學佛 教學研 究第 64 巻第 1 号　平 成 27 年 12 月 （197）

ナ
ー ガ調伏の モ チ ー

フ

一 Nando ρananda ［一ηδg研 φα4硼 αηα］の 形成に関連 して
一

林 隆　嗣

1． は じめ に　パ ー リ 『律蔵』 伽 禦 ρ加 んo （Vin）の 註釈書で 列挙 され る 「仏典

結集で収載され なか っ た教法」 は ， 正典 と して 三 蔵が確定 して い く段 階で その 範

囲か ら除外 され た文書 とい う意味で ，上座 部大寺派の 外典 とみ なす こ とが で きる。

その うち， Nandopananda ［一廨 gα贋1α4α脚 ηα］は ， ”suddhimagga や そ の 他の パ ー
リ

註釈文献 に挿入 され て い る こ とか ら，全 体像 を知 る こ とが で きる唯
一

の 文書で あ

る ． こ れ まで 筆者 は ， こ の 文書の 特徴 を明 らか にす る と共 に， 上 座 部仏教 に お け

る説話の 伝承 と展開 を調査 し ， そ の 位置づ け を考察 した （林 2014a）． また
， 北伝

仏教資料にお い て 語 られ る類話に関 して比 較検討を行 っ た （林 2014b ）
【〉．

　Nandopanandaは， 目連が 竜王 ナ ン ドーパ ナ ン ダ を調伏す る説話で あ る．両者の

対 決は他 の 説話 に見 られ ない 独 自の 構 成内容 だが ， その うち，煙 と火の 対決だ け

は様々 な竜調伏説話に共通する基本モ チ ー フ で ある． 本稿 で は，
パ ー

リ仏典 に描

か れ る他 の ナー ガ調伏譚 と比較 し， 内容 や表現 の 共通 点や 変遷 を検討する と と も

に ，北伝仏教の 類 話資料 に お ける モ チ ー
フ の継承状況 に つ い て も視野 に入 れ なが

ら上座部 の 外典文書 Nandopananda の 形成 につ い て 考察する ．

2． 釈尊 とサ ー ガ タ の 竜調伏　パ ー
リ三 蔵 に は ナ

ー ガ調伏の エ ピ ソ
ー ドは 2 例

しか ない ．1 つ は，Vin大 品の 仏伝 の 中で ，結髪行者 ウル ヴ ェ
ー

ラカ ッ サパ を教化

す る た め に釈尊 が 起 こ した最初 の 神変 （Vln　I．24− 25） と して 語 られ る． もう 1 つ

は ， Vin 経分別 の 波逸提法 （pficittiya）第 51 条 「飲 酒戒」の 由来 と して 語 られ る

サ
ー

ガ タ長老
2）の 事績で ある （Vin・IV．108− 10g）． 両者 は結髪行者の 祭火 堂 に住む

ナ
ー ガ とい う設定 を共有 して い るが ， 他 に も多 くの

一
致 が 見 られ る。 まず， Vin

で語 られ る 2 つ の 竜調伏説話 を比較 しなが ら両者の 関係を検討 して お きたい ．

2．1． 竜の 評価と警告　飲 酒戒因縁譚は ， 遊行 途中の 釈尊が 牧牛者や 農民 な ど

か ら次の よ うな警告 を受ける場面か ら始 まる．
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（198） ナ
ー ガ調伏の モ チーフ （林）

　ma 　kho　bhante　bhagavE　Ambatittharp　agamasi
，
　Arnbatitthe　bhante　jatilassa　assame 　nago 　pativasati

　iddhimfi　fisiviso　ghoraviso，　so　bhagavantarp　mfi 　yihe 重hesi　ti．（Vin　IV，　108）

　こ こ で の 竜の 形容 を含 む最後の 部分は， そ の ま ま， 釈尊の 竜調伏説話に お い て

ウ ル ヴェ
ー

ラ カ ッ サ パ か ら釈尊に対する事前警告 と して用い られ たセ リフ と重 な

る （Vin　L24：nagarajE 　iddhima　Esiviso　ghoraviso，　so　tarp　ma 　vihethes τ　ti．）． こ の 説話 に は韻文

風に再構成 され た重複パ ー トが接続す る が ， そ ちらに も同 じ表現が 繰 り返 され て

い る （Vin　L25）． こ の フ レー ズ はパ ー リ三蔵の 中で こ の 両説話に しか存在 しない た

め ， 排他 的な
一 致 と言 える ．

2．2． 訪問と入室　尊者サ ー ガ タが 竜の 居場所に 向か っ て い く． この 場 面は
， 以

下の ように， サ
ー

ガ タが 結髪行者 の 修行道場 を訪れ て ， 祭火堂 に入 り， 草の 敷物

を敷い て 結跏趺 坐 で 着座 す る まで の
一

連 の 様 子 を描 写 す る，

atha 　kho 　5yasm 百 S巨gato　ye皿a　Ambatitthakassa　ja重nassa　assamo 　ten，
　 upas 飢 pkami ，　upa −

sa 甲 k劉m 虻v 費 agy 亘g糞ra 甲 pavis虻v 歪 tipasanth酉raka 甲 pa茄 亘pet覇 nisidi 　pa 皿a血ka叩 fibhujitvfi

uju 叩 kfiyarp　palidhfiya　parimukha 叩 sat 加 叩 at 山apetv 誣，（Vin　IV．109）

一
方，釈尊 の 竜調伏説話 で は ，道場訪問の 後 に カ ッ サパ の 警告 を受 け， そ れ か

ら祭火堂 に入 場す るの で ， 構成が異 なる ． しか し， 対応する 場面の 文章は まっ た

く同じ もの で ある．

atha 　kho　bhagav互 yena　 Uruvelakassapassa　 ja重ilassa　劉ssamo 　 ten，

　 upasa 【罫kami ， 叩 a−

sa 甲 kamitv 豆 （Vin　I．24］8’1り）．．．agy2g 窃ra 叩 pavisitv喬 tipasantharaka  1　pa鹸鮪 petv蕊 nisidi

pallafika筥P　abhuffjit ▼盃 ロjurP　kAyarP　papidhZaya　parimukha叩 sat 加 upa 賃h誕petv轟．（Vin　I．24）

　 こ の うち ， 結髪行者の 修業道場へ の 訪 問を述べ る 前半の フ レー ズ は
，

パ ー リ三

蔵で は こ の 2 箇所以 外に見 られ ない ．類似表現 は他 に 1箇所あるが ， 全 同で は な

い 3）． 結跏趺坐 して か らの
一

連の 動作 （palla血k鄲 互bhu節 tva．．，sati・p　upaUhapetva ）は ，

パ ー リ三 蔵で 頻繁 に用 い られ る定形句 4）で ある が ， 「祭火堂 に入 っ て 」 （agyagaram

pavisitvA）以 降を含め て 全体が
一 致するの は

， 少 な くと も Vin で は こ の 2 箇所 だ け

で あ り， ニ カー ヤで も 1箇所に しか存在 しな い 5）．

2．3． 対決 と調伏　サー ガ タが祭火堂に入室 した こ とに怒 っ た竜が煙 を吐 き，戦

闘が 開始 され る ． こ こ で 煙 と火 を互 い に 放つ 対決の 構想 も釈尊の 竜調伏説話 と同

じもの で あ る． そ こ で
， サ ー ガ タ と竜の 対決場面 （Vin・IV．・10g） と釈尊 と竜 の 対決

場面 （Vin・1．24−25）とが どの よ うに対応 して い るか を比 較 して み よ う．
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ナーガ調伏 の モ チー
フ （林） （199）

　 こ の よ うに 両者 を併記 して み る と，竜 とサ
ー ガ タ とが 交互 に煙火 を放 つ 様子 を

描写す る文章 は ， すべ て釈尊の 竜調伏説話に存在する こ とが わ か る． 中で も， 自

身の 光熱力で ナー ガの 光熱力 を奪 い 取 っ て （tassa　n 五gassa　tqasa 呵a卑 pariyadiyiwa）勝

利する とい う，他に は 見 られ ない 独特な表現 もそ の まま使 わ れ てい る． サ
ー

ガ タ

の 説話 は
，

こ の 後 に飲 酒で 失敗する逸話が 中心 にあるが ， 竜調伏場面は ， 釈尊の

竜調伏説話 を意識 して ， そ こ か らプ ロ ッ トや構成要素の み な らず文章そ の もの を

借用 しなが ら語 り直 した もの で あるの は明 らか で あ る．

3． 『ジャ
ー タ カ註』か らNandopananda ヘ サー ガ タ の 竜調伏 を含む飲酒戒

の 因縁譚 は， さ らに， パ ー リ註釈 文献の 『ジ ャ
ー タ カ 註』 （Ja・1．360 ＊ ＊） と 『増支部

註』（Mp 　L324 −327）におい て 再び語 られ る．前者は Jataka
，
　no ．　80

，
　StU：apdna −jatakaの

現在話 で あ り， 後者は ， 『増支部』で 「光熱の 要素 （火界定）の 巧み さに つ い て の

第
一

人者」6） と認定 された彼 につ い て 解説 する箇所で あ る． その うち ， Jaで は ，

以下の よ うに竜 に 固有名が 付与され て お り， 警告文が 改変され て い る．

ma 　bhante　bhagav訌 Ambatittha叩 agam 亘si，　Ambatitthe　ja‡ilassame　Ambatitthako　narna 　n 五go

asTVise　ghoraviso　bhagavanta匸p　vihe ξheyy亘ti．　（Ja　L360
＊＊ ）

　竜 を評価 す る形容句 につ い て ， 〜rn の 文章 で は iddhima　asiviso　ghoraviso　
7） （3 ＋ 4

＋ 4）とい う語句配 列で 音節の 増長 （waxing 　syllables ）が見 られ たが Jaで は iddhima

を欠 き， こ の 口語 的な特徴 を持つ セ ッ トフ レー ズが 失わ れて い る． Vin で は
一
致

して い た 警告の 言葉 も変更されて い る． また
，

Vin にお ける 2 つ の 竜調伏説話 は
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（200） ナ
ー

ガ調伏 のモ チ
ー

フ （林）

どち らも，同 じ警告が形式的 に 3 回繰 り返 され るが Ja で は，　 tatiyalll（3 回）とい

うだ けで 文章を繰 り返 さな い ． さ らに ， Jaで は訪問表現が 単純化 し， 祭火堂 とい

う具体 的イメ ー ジを失い
， 結跏趺坐 の 定型句 も消える． Mp の 訪 問場面 も簡略 な

表現 とな っ て い るが
，
Ja とは 関係 しない 8）．

　次 に ， Jaにお ける 両者 の 対決場面 と調伏の 様子 を比 べ て み よ う．

聖一 曲 Umayi ，　thero　pi　dhnm 五yi．　n 五go　p…ljjali．　thero　pi　p鋤 ali．　n 諷gassa

t句otherarp 　na　badhati
，
　therassa　tejo頂 ga叩 b五dhati．　eva 卑 so   aロena 　tarp　nagar 句石皿a甲 dametv巨

　sararpesu 　ca 　s”esu 　ca 　pati＃hapetv互　satthu　santikarp　agamtisi．（Ja　I．360＊＊）

　こ こ で は聖 典 Vin由来の nago 　makkham 　asahamdno （二 重下線部）を残 しつ つ も ，

対決 は両者の 煙火 を単調 に対比する だ けで ある ． しか し ， 客観的な視点で 竜 と長

老の 光熱力 に 関す る状況 を解説す る現在時制の 文 （下 線部 ）は，従来 な か っ た新要

素で ある． また
， Vin の 記述 と大 き く相違す る の は， 調伏後 の 竜 が信者 と して 仏

道 に入信す る点で ある 9）。

　Mp 　1．326 に も， 竜 と長老の 煙火が対比 され るが ， 「光熱力を奪う」（tassa　tejam

pariyEdiyi） とい う聖 典 に 類似 した表現が 残存 す る 1°） の で ，　 Mp が Jaの ダイ ジ ェ ス

ト版 で は な く Vin に基づ くとい える か もしれ ない ． 調伏後 に竜 を帰依 させ る展 開

は Ja と同様の 改変 だが ， 帰依 の 事情や その 後の 竜 の ふ る まい に 関す る記述 は よ り

丁寧で ， Ja と関連 しない 内容が 見 られ る 11）．

　 こ の よ うに 継 承 され て きた モ チ ー フ と描 写 の 変 遷 を 踏 ま え た 上 で ， 次 に

Nandopananda に 目を向けて み よ う． まず，　 Nando ρananda に お け る状 況設定や戦

闘に至 る まで の 過程 は ， 釈尊や サー ガタの 竜調伏説話 と異 なるため，調伏者 （目

連）が ナ ー ガ の 居室 に入 り結跏趺坐 で 着座する場 面 は存在 しない ．煙 火の 対決 に

関す る描写 は， 以下 の 通 りで あ る．

n 脅ga両 函 padhOm 闘si．12） thero 　pi（Th−a　omits 　pi）na 　tuyha 重p 　yeva　sarTre 　dhUmo 　atthi
，
　mayham 　pi

atthτti　padh凾m 画si．　nagar 勾assa 　dhUmo　theralp　na 　b互dhati
，
　therassa　pana　dhUmo　nagar 蒭ana卑

（Th−a，　Ap −a：n巨gar貢ja卑）b盃dhati．　tato　n嚢gar飩j蕊pajjali．　thero　pi　na 　tuyha即 yeva　sarlre 　aggi 　attbi
，

mayham 　pi　atth τti　pajjali．　n 百ga両 assa 　tejo　theralp　na 　b互dhati
，　therassa　pana　tejo　n 巨gar麺 na 卑

（Th −a；n 巨gar可a 叩）bfidhati．（Vism 　399−400
，
　Th −a　IIL　l　78

，
　Ap −a　249）

　こ の 中で ，太字部分の 簡潔な煙火の 対比 は ， 明らか に Jaの 描写 と関係する ， こ

の箇所 は， Vin に お ける サ ー ガ タの 竜調伏譚か ら Jaで 改作 された 表現 で ある． さ

らに注 目すべ きは下線部 の 文章で ある ． 上 で 指摘 した 通り， 過去の 出来事 として

叙述 される 中で 突然挿入 された現在形 の 文章 もまた vin で 見 られなか っ た Ja の 独
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ナ ーガ 調伏の モ チー
フ （林） （201）

自の 要素で あ る 13）． しか も， Vin の 両説話 にお ける 対決 は どち らも竜が光熱力 を

奪われ て 終わ る の だが ，註釈 （Ja と Mp ）で は， 調伏 され た竜が仏教 に帰依する 様

子が 描か れ る．これ もNandopananda と一致する （nagar 爾 bhagavanta甲 vanditva
，
　bhante

tumhakam 　sararparp 　gacchfimT　ti　fiha．　bhagava，　sukhT ・h・hi
，
　ntigaraja 　ti　vatvE ）．特 に，敗北 した竜

が調伏者の 足 元に ひ れ伏 して 帰依 を 申 し出 る けれ ど も， それ を断 っ て ，釈尊 の 許

に竜 を連れ て行 くとい うの は，Mp と Nando ρananda に共通する プ ロ ッ トで ある 14）．

4．北伝資料 の 様相　以 上 の よ うに ，Nand ・pananda にお ける煙火の 対決場面 は，

聖典 vin の 竜調伏説話 に辿 っ て形成過程 を追 うこ とが で きる が ，
こ れ は 上座 部大

寺派の 特殊状況 なの か ， そ れ と も北伝仏教で もそれ ぞ れ の 内容や 戦闘場面の 関連

が見 られ る の か確認 して お こ う．

　 まず， 『四分律』 と 「五 分律』の 飲酒戒因縁 譚で 語 られ る善来 （Svagata，娑伽陀，

娑竭 陀）の 竜調伏 （Tno ．1428
，
　vol ．22

，
671b21−c8 ；Tno ，1421，vo1 ．22，60a2− 18）は，状 況 設

定，展 開，対決場面， 無力化 した竜を鉢 に納め る結 末に 至 る まで ， 明 らか に それ

ぞれ同 じ律蔵 に見 られ る釈尊の 竜調伏説話 （793b23 −c4 ；108a14−20）の 焼 き直 しで あ

り，
パ ー

リ律 と同様 であ る． 『摩訶僧祗律』は仏伝 を欠 く上 に，飲酒戒 因縁譚 につ

い て は 『善来比 丘 経』 （・3vδg伽 痂 蜘 一翩 rα）とい う経典 15）に託す の み で ，詳細 が不

明で ある （Tno ．1425
，
vo1 ．22

，
386c13− 16），

　 しか し， 説
一

切有部 （根本有部）系の 律蔵で は， 善来 と竜 の 戦闘場面 の 描写 は，

釈尊 と竜の 戦 闘場面 に基 づ きつ つ も， 次第に 目連の ナ ン ダ ウパ ナ ン ダ竜王調伏説

話 と密に繋が る， 『十 誦律』（Tno ．1435， vol ．23， 120b2g− 121a8）や 『根本有部律』（Tn ・ ．

1442
，
v ・1．23

， 858b7−c27 ；cf．　Diio・jvadjna［＝ Divy］182−188）の 飲酒戒 因縁譚で は， 煙火の

対決の 前後 に ， 竜が 降 らす雷雹や刀 剣 などを善来が花 な どに変 える場面が 加わ る．

『十誦律』 よ り古い とされ る竺仏 念訳 『鼻奈耶』 （Tno ．1464，vQl ．24，8glbl5− c7 ）に煙

火の 対 決が な く， 剣雨 などの 変化だ けが 語 られ て い る 点 は不思議 で ある ． 興味深

い の は ， 『根本有部律』の 入王 宮戒 （入王宮 門学処） の 因縁譚 と して 語 られ る ナ ン

ダ ウパ ナ ン ダ竜王調伏説話 で は，伝統的 な煙火 の対 決 を継承せ ず に， む しろ 剣雨

な どの 変化 を ク ラ イマ ッ クス に用 意 して い る点で あ る （『増
一

阿含』 も同様）， この

剣雨 な ど の 変化は ， 同 じ有部系律蔵 の 善来の 竜調伏 と類 似 し ， そ れ が 「慈 定」

（maitn
’
samEpanna ）の 力に よる とい う点も一

致 して い る． さ らに
，

1 日 3 回竜が毒気

を吐 い て生 き物 を害 して い る とい う前提状況 も， 調伏後 に業報 に関す る説法が な

され る点 も 2 つ の 説話に共通する ，

　そ もそ も有部系 の 律で は波逸提法 の 第 79 条に飲酒戒が置か れ ， すぐ後の 第 82
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条 に入 王宮戒が 置か れ て い るた め， 後者の 因縁譚に含 まれ る ナ ン ダ ウパ ナ ン ダ竜

王調伏説話 に飲 酒戒 因縁譚か らの 影響が見 られ る の は当然 なの か も知れ ない ． そ

の
一 方で

， 『根 本有部律』の 飲酒戒因縁譚 を見 る と，ア シ ュ ヴ ァ テ ィ
ール テ ィ カ竜

の 調伏が，「ナ ン ダ ウパ ナ ンダ竜王調伏」の 評判 を既 に知 っ てい た人々 に よっ て世

尊 に依 頼 され る とい う設定 にな っ て お り （858b26，但 し蔵訳 と Divy には ない ）， 後者

へ の 目配せ もある． ちなみ に ， 『増 一 阿含』の ナ ン ダウパ ナ ン ダ竜王 調伏説話で

は， 比丘 た ちが次々 と竜調伏 に志願 して は 世尊 に却下 され る なか， 最後 に娑竭

（Svagata，大正蔵 「婆竭」）が 却下 され て か ら 目連の 登場 とい う流れ （T　n 。 ，125
，
　v 。L　2

，

703c2−12）に な っ て い るが ，
こ こで は善来の 竜調伏 が意識 され て い るか もしれ ない ．

5． まとめ 　本稿で は ， Vin内部で 仏伝を焼 き直 して 作 られ たサ
ー ガ タの ナ

ー ガ

調 伏譚がパ ー
リ註釈 文献にお い て 改作 され た こ と

， そ して
，

こ こ で 改変 され た 新

しい 演 出法 と特徴的な表現が Nandopananda ［
−na

”
garjfadamana亅における煙火 の 対決

場面 に現 れ る とい う過程 を確 認 した． 上 座部 の 外 典文書 Nandopananda が 表現 の

上 で しば しばパ ー リ註釈文献 と一
致する こ とは ， 林 2014aで 指摘 したが ，

モ チ ー

フ の継承 とい う側面か ら眺め て も， こ の 文書が 上 座 部の 伝統 の 中にあ っ て ， 註釈

文献 と ともに語 られて い た痕跡 が見 えて くる．

　調伏者の 側 に注 目して み る と， 釈尊は結髪行者の 祭火 堂の 竜が 放つ 火炎 に対抗

する ため に火界定に達したが ， 同 じ状況， 同 じ方法で ア ンバ テ ィ ッ タの 竜 を調伏

すべ きは， 仏弟子の 中で 火界定第
一

の サー ガ タ をお い て 他 に い ない ． しか し，須

弥 山を七重巻 きにする ほ どの 強大 な竜王 を相手 に す る物語 に なれ ば， 煙火 を超 え

る華 々 しい 対決が期待 される し， またそれ を担 える人材 が必要で あ ろ う．釈 尊か

らサ
ー ガ タ に引 き継 が れ た ナ

ー ガ調伏の 役 目が ， こ こ で 神通第一
の 目連 に交代 す

る こ とにな る．Nandopananda にお い て 竜王 が 目連 に対 して mahiddhiko 　samapo と

認 めるセ リ フ （Vism　400
，
　etc ．）が，結髪行者の 釈尊に対 する 評価 mahiddhiko （  o）

mahasamapo 　mahanubhavo （Vin　L25 ）を彷彿 とさせ る の は 偶然 で は ない だ ろ う． そ

れ は， 目連 が 竜王 に対抗 し うる神変の 力を有す るか らこ そ， 彼だ けに竜王 調伏を

託 した の だ と， 釈尊 自身の 言葉 で 語 らせ て い る 場面 に も見 て とれ る。

　北伝 仏教 におい て も， 仏伝 を受け継 い で 善来 の 竜調伏譚が形成 された こ とがわ

か る． 戦闘の 最中 ， 善来に つ い て 「継続的 に （abh 麺 a甲 ，
　cf 　yang　dag　yang　du 繰 り返

し）火 界定に入 定す る最上 者で あ る」（Divy　l　86）
16）と，釈尊が 解説す るの は ， か つ

て 自らが火界定に達 して行 っ た竜調伏に 関する 後継者 と認め る 発言で ある ． こ の

竜調伏 の 説話が人々 に親 しまれ， よ りダイナ ミ ッ クで 壮大 な見せ場が加 わ っ て い
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くなか で ， 敵対す る 竜 自体 も強大化 し， ア シ ュ ヴ ァ テ ィ
ー ル テ ィ カ とナ ン ダウパ

ナ ン ダが重 な り合うよ うに変遷 して い っ た と考 え られ る． 目連の 竜王調伏説話 は，

単経 『竜王 兄弟経』（降竜経 難竜王 経）な ど多様 に展 開 し， 部派 を越 えて共有され

たが ，

一
方 ， 善来の 竜調伏譚 （を含む．飲酒 に よる過失の 話）も同様 に， 現存漢訳

「仏 説沙曷比 丘功徳経』 （cf ．　 r経律異相』巻 第 16）の よ うに独立 し， 大胆 に脚色 され

普及 した と考え られ る ． 特 に， 律 の 因縁 譚か ら飛 び 出 して い っ たん 単独経典化 し

た もの が
一

定の 権威 や 評価 を もっ て 再 び律 に 呼 び戻 さ れ る とい う 『善来比丘 経」

の 事例 （r僧祗律』〉は ，上 座 部大寺派 に お い て Nandopananda が正 典 の枠か ら除外

されなが らも教 団に認知 され受容され た こ とと比べ る と， 境界に漂うテ クス トの

位置づ けや 扱い の 違い を示 して い て 興 味深い ．

1）なお ， その 中で 注 14にお い て 謝 辞 を申し上 げ る べ き先 生 の お 名前 を誤 っ て記載 して

し まい ました ．改め て
， 類話をご指摘い た だ い た 引田弘道先生 に感謝い た します とと も

に，謹 ん で お詫び 申 し上 げ ます．　　　 2）初期 仏 典 にお け るサ ーガ タの 伝 承 につ い て

は ，岩井 2006 ：133− 136，森 ・本澤 2009：220−226 に詳 しい 。　　 3）Vin　L245＝Sn，　p．111，

cf．　 MN 　II．146： atha 　kho　bhagavE ．．．yena　 Kepiyassa　jatilassa　 assamo 　 ten’

upasarpkami ，

upasarpkamitvfi 　．．＿　　 4）Allon　1997：219
，
236

，
247 は こ の 定型 表現 に つ い て 凵頭伝承的

特徴で ある waxing 　syllables の パ タ
ー

ン （句 と して は 7 ＋ 8 ＋ IL 絶対分詞と して は 4・4−5）

と vedha タ イプの 韻律的パ タ ー ン を指摘 して い る． しか し，　 Jaでは pallahkena　nisTdi と，

簡略化 され てい る． これ は三 蔵 （DN ，　Vin大 品）・註釈 どち らも出る， しか し，　 pallahkena

nis τdiは註釈時代の 結 跏趺坐 の 表現 と して 定着 して い たわ けで はない ．一方 ，
　 Mp に見 ら

れる pallankam　abhujitva　nisTdiの 用例 は註釈限定 ：Sv　II．640；Ps　I．160，　II．183；Spk　I．54，　IL　196；

Mp 　I．181；Dhp −a　L370 ；Th −a　III．134；　ThT−a　162；Ap −a　19，76，264；Bv−a　95，153；Ja　L　l　6＊ ＊

，71＊＊

，

347＊＊，　　　 5） MN 　III．238 ： atha　kho　bhagav蚕 kumbhak訌r5vesanalp 　pavisitv葱 ekamanta 卑

tiロasa 皿 tharaka卑 pafifi巨perVa　nisidi 　pallafika叩 互bhufijitvE　ujurp　k互ya卑 papidh互ya　parirnukha叩

satim 　upatthapetva ．こ こ で は，釈尊 と沙門ブ ッ ク サ ーテ ィ との
一

夜の 対話 と後者の 帰依 と

い う話で ，構造が 類似 して い る．　　　 6）AN ・1．25；c £ 『増
一

阿含経』 Tno ．125
，
　vo1 ．2

，

558b11− 12
， 『仏説阿羅漢具徳経』Tno ，126

，
　vo1 ．2

，
831b19．　　 7） ただ し，　 Alsdorf　l　968；

301 で は， tisiviso，　so　ta　ma 　vihethesi となっ て い る．　　　 8）Mp 　L325−326 で は ，事前の

警告が な くt 竜 の 形容 （capdo 　kir’ettha　nagaraja ＞，入室 と結跏趺坐 の 描写 （頭 ga両assa

vasanatthEnarp 　pavisitva　pallafikarp　Ebhujitva　nisidi ） も独 自で ある ．

生 で あ る竜 が 出家 で きない こ とに つ い て は ， Vin　1．87−88 参 照 ．

9）ちなみ に ．畜

10）　n互go　kUijhitvE
“kon蕊m 百ya卑 mupdako 　mayha 置p　vasana ゆ dnarp　pavisitva　nishmo

”

ti　dh面payi．　thero　uttaritara卑
dhIIP訌yi．　n 巨go　pajjali．　thero　u 枕ahtara 卑 P瓠jalitv互tassa　teja珥 pariy巨diyi． 11）so

“
mahanto

vatayarp 　bhikkh◎”ti　 therassa　padam且亘e　nip 萌 itva‘‘bhante　 tumh 盗ka甲 saraOa 卑 gaccham ア
’
ti

五h乱
“

mayhalp 　sarapagamanakicca 叩 natthi
，
　dasabalassa　saraqam 　gacch置

，，

　ti．　so
‘‘

sadhO
”

ti　tisa−

rapagato 　hurVfi　tato　p韻 h琶ya　na 　ka且ci　vihetheti
，
　deva卑 pi　samma 　vassapeti

，
　 sass 窃ni　 samma
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sampajanti ，　　 12）この 語は ，写本や 刊本 に よ っ て padhUpfiyi，　 padhUmayi ．　 padUpasi，

dhnmayi と異 なるた め，こ の 差異 を比較検討や判 断の 根拠 にする こ とは で きない ．

13）確か に竜王調伏の 場面で 使用されて い る の は こ こだ けだが ，この 表現 自体は他 のパ ー

リ註釈文献に も数例見 られ る．林 2014a：54お よび 62，n ，18参照．　　　 14）蔵訳 「根本

有部律』 （漢訳 は異な る〉の 飲酒戒 因縁譚 と Divy で も善来が 竜 を連れて 釈尊の 許で の 三

帰依
・
五 戒 とい う筋．平岡 2007：345

，
n，204参照．拙 稿 （林 2014b：348）で は ，北伝 の ナ

ン ダウ パ ナン ダ竜王調伏説話にお い て 同様の 展開は 『増一阿含』の み と指摘 したが ， 蔵

訳 『根本有部律』 の 入王宮門戒因縁譚 （P・no ．　 1032：Te　71a7；Dno ．3：黄a　78a3−4＞に も見 ら

れ る こ とを改め て 訂正 して お きた い 。　 　 15）描か れ る戦 闘内容 は大 き く異な るが，

現存漢訳 『仏説沙曷比丘功徳経』Tno ．501，
vol ，12

，
770a23−c28 （c £ 『経律異相』Tno ．2121，

vo1．53，87a26−b27）に類す る経 と思わ れる ．菅原 2000 ：73−74 参照，　　　 16）蔵訳 『根

本有部律』 （Pno ．1032；Te　28a2；Dno ．3：1覧 30a7）は Divy と同 じ．ただ し，漢訳 （859a1）

で は 「降伏毒竜 善来第
一

」と言 うE
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